シート１

分析機関連絡先記入用紙

	機関番号
	

	機関名
	

	報告責任者＊
	

	機関所在地
	〒

	TEL
	

	FAX
	

	E-mail
	


＊：分析担当者と同一の場合は、上記表のみで結構です。

	分析担当者名
	E-mail or FAX

	
	

	
	

	
	


シート２

分析結果報告シート

機関番号　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者　　　　　　　　　　　　　　　　
a) 試料名　　　　　　　　　　　　　　　　　
b) Ｘ線回折装置の名称，型式等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
c) Ｘ線回折強度測定法
1)  Ｘ線管球の種類　□封入式管球，□回転対陰極Ｘ線管

2)　管球のターゲット（対陰極）　□銅(Cu)，□その他（具体的に：　　　　　　　　）
3)　Ｘ線管球の作動条件（管電圧　　　  kV，管電流       mA）

4)　モノクロメータ　□有（□回折側，□入射側），□無（フィルターの種類：　　　　）
5)　検出器の種類　□シンチレーション，□１次元半導体方式，□２次元半導体方式
6)　ゴニオメータ半径(mm)　 　　　　　　　　　　
7)　発散スリットDS(゜)　　　　　　　　　　　　
8)　受光スリットRS(mm)　  　　　　　　　　　　
9)　散乱スリットSS(゜)　  　　　　　　　　　　
10)　定時ステップ走査法における走査範囲　　　　　　　　～　　　　　degree(2θ)
11)　定時ステップ走査法における走査ステップ幅　　　　　　　　　　　degree(2θ)
12)　定時ステップ走査法における計数時間　　　　　　　　　　　　　　sec.

13)　試料の回転　□なし，□有り（回転数　　　　　rpm）　

14)　走査範囲における最大回折ピーク強度　　　　　　　　　　　　　　counts

d) 試料に存在する相の数と名称（鉱物名等）

1)　相の数：　　　　　　　

2)　各相の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
e) 解析条件（リートベルト法）

　1)　リートベルト法のためのプログラム名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　2)　解析範囲　　　　　　　　～　　　　　degree(2θ)
3)　解析に用いたバックグラウンド関数　□多項式，□その他（関数名等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
多項式バックグラウンド関数の場合、その次数　　　　　　　　　　　　　　
4)　使用したプロファイル関数　□擬似ヴォイト関数，□ピアソンⅦ関数，

□その他（関数名：　　　　　　　　　　　　　　　）
5)　プロファイル関数の計算打ち切り強度　　　　　　　　　　　counts

　　（あるいは、計算打ち切り条件等：　　　　　　　　　　　　　　　）
6)　精密化を行ったパラメータの種類及び拘束条件
　　パラメータの種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　拘束条件：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7)　信頼度因子  RP　　  　　　　　　　　　
     RwP　　 　　　　　　　　　
       RE　　   　　　　　　　　　
       S(GOF)　 　　　　　　　　　
f)　分析値

　　第１相　名称　　　　　　　　　　　　　　　定量値　　　　　　　　　　(%)

　　第２相　名称　　　　　　　　　　　　　　　定量値　　　　　　　　　　(%)

　　第３相　名称　　　　　　　　　　　　　　　定量値　　　　　　　　　　(%)
　　第４相　名称　　　　　　　　　　　　　　　定量値　　　　　　　　　　(%)
注意(1)相の名称と定量値は、必要数のみ記載してください。
　　(2)定量値は、小数点以下第１桁に丸めて記載してください。
(3)非晶質相の名称は「非晶質相」と記載してください。

(4)内部標準物質であるコランダムは除いてください。
g)　その他
　リートベルト法のための計算機用プログラム（例えば、PFLS）の①解析結果データファイル（例えば、PFLSの場合は、\tmpに作成されるpfls.txtというテキストデータ）、②最終のパターンフィッティング図（例えば、プログラムDISPで表示したパターンフィッティング図）の画像データをこの報告書と共に送付願います。
　それぞれのファイルの作成方法等については、手引き書「報告書に添付するデータファイル等の作成方法」をご参照ください。
シート３

質問・意見票

機関番号　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 今回の共同研究でのご質問や苦労した点、及びご意見などをご記入ください。
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